
史

林

第
二
十
議
論
巻
　
　
第
一
胃
病

（
通
学
第
百
一
號
）
　
昭
…
和
十
六
偏
牛
一
日
〃
嚢
行

南
越
建
國
の
始
末

和

田

清

　
秦
の
姶
皇
帝
の
爾
越
柾
伐
は
漢
民
族
の
指
墨
的
勢
力
の
始
め
て
嶺
欝
…
地
方
ま
で
進
出
し
允
時
で
、
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
亥
那
史
上
　
）

に
於
い
て
も
、
相
応
雷
…
大
な
事
件
と
…
欝
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
そ
の
｛
鱗
の
詑
述
は
頗
る
不
完
全
で
あ
っ
て
、
最
も
根
本
的
の
詑
録
　
σ

で
あ
る
皮
記
倦
の
秦
始
皇
本
紀
に
は
、
始
皇
の
三
十
三
年
く
心
こ
置
甲
○
．
）
の
條
に
か
け
て
た
穿

　
　
　
　
　
」
／

　
　
獲
諸
嘗
蓮
亡
人
・
贅
堰
・
費
入
、
略
取
陸
梁
地
、
爲
縫
林
・
象
郡
・
南
海
、
以
適
潰
戎
。

と
の
み
あ
り
、
翌
三
十
四
年
・
の
條
に
更
に

　
　
適
治
獄
吏
不
直
春
、
築
長
城
及
南
越
地
．

と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
尤
も
詣
鯖
矯
鍵
盤
佗
列
傳
諮
あ
中
毒
の
事
繋
れ
て
、
左
の
如
く
隻
、

　
　
南
越
訴
尉
佗
春
、
翼
定
人
也
、
姓
趙
氏
。
秦
時
、
己
井
天
下
、
略
幽
界
越
、
置
縫
林
・
南
海
・
象
郡
、
以
論
徒
昆
、
與
越
雑
麗
十
三

　
　
歳
。

　
　
　
南
越
建
麟
の
飴
宋
（
勲
鰻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
第
エ
ナ
六
食
鶏
蝋
號
　
　
圃



　
　
　
南
越
轍
陶
騰
阿
の
漁
用
齋
小
（
瀦
属
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
第
二
十
論
ハ
讐
　
　
餓
罪
一
號
　
　
　
　
　
　
訟

託
擁
書
税
の
需
爾
覇
簸
撮
へ
る
所
職
二
三
の
篶
の
喬
の
族
．
讐
撰
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
此
の
纂
に
幽
す
る
正
系
の
記
載
の
殆
ど
凡
べ
て
樽
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
疑
問
を
残
す
。
例
へ
ば
そ
れ
で
は
獄
門
の
山
鍾
爾

征
伐
は
果
し
て
何
年
に
起
つ
疫
と
と
か
と
い
ふ
と
、
始
皇
本
紀
に
よ
れ
ば
、
勿
論
三
十
三
年
の
こ
と
の
や
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
南
越
傳

に
｛
壽
以
仙
論
煮
湯
、
輿
越
藤
礎
十
三
歳
」
と
あ
る
も
の
と
合
は
な
い
。
さ
れ
ば
宋
の
嚢
騎
の
典
記
集
解
に
は
晋
の
徐
廣
の
言
を
引
い
て
、
「
邑
徐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

詩
意
、
秦
拝
天
下
、
至
二
世
元
年
十
三
年
、
井
天
下
八
歳
、
薦
挙
誤
判
、
董
二
世
元
年
、
六
年
耳
」
と
言
っ
て
之
を
疑
つ
で
る
る
。
蓋
し

秦
の
天
下
は
逮
詐
が
非
常
に
短
か
玉
つ
海
か
ら
、
始
皇
の
二
十
六
年
（
鄭
。
b
。
H
甲
ρ
）
に
穴
國
を
統
合
し
て
か
ら
、
二
世
皇
帝
の
元
年
（
b
。
O
り

⇔
d
●
ρ
）
土
崩
瓦
解
に
至
る
ま
で
凡
べ
て
獄
十
三
年
で
、
若
し
統
醐
の
後
難
…
凝
翻
、
ち
三
十
三
年
（
鉢
。
置
じ
d
・
ρ
）
に
南
越
を
畢
げ
た
も
の
と

す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
後
二
世
の
元
年
に
董
っ
て
も
纏
…
に
六
年
で
、
判
底
皿
，
輿
越
難
薩
十
三
歳
」
と
い
ふ
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
い
ふ
の
で

あ
る
。し
か
も
・
の
讐
雪
深
か
ら
し
め
る
も
の
喚
総
軍
引
く
や
叢
覆
の
記
撃
あ
る
。
駿
器
聾
の
譲
撃
菱
列
饗

兇
る
と
、
漢
の
急
撃
の
時
、
齊
筆
意
安
と
い
ふ
者
が
上
書
し
て
、
秦
の
時
の
勾
灘
南
越
の
柾
磯
を
論
じ
た
語
を
載
せ
て
、
左
の
如
く
あ
り
、

　
　
早
使
籔
衡
将
兵
、
以
北
攻
胡
、
整
地
進
境
、
戌
於
北
河
、
蛮
甥
輔
粟
、
以
随
其
後
。
叉
使
尉
佗
黒
熱
、
特
縷
船
之
士
、
南
攻
百
越
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
使
早
緑
難
渠
蓮
糧
、
深
入
越
。
鷹
峯
遍
逃
、
芝
露
持
久
、
糧
食
絶
乏
、
越
入
山
之
、
秦
兵
大
敗
。
秦
乃
使
雄
健
將
卒
以
戌
越
。
當
是

　
　
時
、
秦
禍
諸
鐙
於
胡
、
南
捷
磐
越
、
宿
兵
無
用
之
地
、
幾
剛
不
程
退
。
行
十
瞭
年
、
丁
男
被
甲
、
丁
女
難
輸
、
曹
不
学
生
、
自
維
於

　
　
逡
樹
、
死
者
相
艶
。
乃
秦
墨
帯
崩
、
天
下
大
叛
。

（　L）　〉



婆
・
戦
の
勢
筐
附
く
問
じ
妻
隻
て
、
誉
そ
の
蔚
重
扇
を
…
、
慰
甦
と
し
た
外
、
殆
ど
馨
窪
い
。
漢
書
に
聚

ほ
岡
じ
巷
の
上
、
嚴
助
傳
の
中
に
単
身
王
安
の
武
帝
い
に
上
っ
た
蹴
隅
と
い
ふ
も
の
を
載
せ
て
、
左
の
如
く
あ
り
、

　
　
距
聞
長
老
言
、
秦
以
来
、
嘗
使
尉
屠
芝
繋
越
、
又
使
監
緑
難
壁
通
道
、
越
人
逃
入
興
山
林
叢
、
不
可
得
攻
、
留
軍
劇
職
室
地
、
鵬
臼

　
　
持
久
、
士
卒
榮
倦
、
越
廼
繊
撃
之
、
隆
運
大
破
、
廼
獲
耳
環
以
備
之
．
．
當
此
之
時
、
外
内
騒
動
、
百
姓
騰
激
、
行
者
不
還
、
独
者
莫

　
　
反
、
皆
不
聯
生
、
亡
逃
報
從
、
架
爲
盗
賊
、
於
是
、
山
東
至
難
即
興
。

同
じ
事
を
潅
聖
安
の
作
つ
毒
璽
哩
人
聞
訓
に
は
最
轟
轟
へ
差
の
如
く
あ
る
。

　
　
秦
皇
挾
鑑
、
異
籍
、
妄
調
也
、
臨
繋
準
萬
、
革
嚢
・
楊
翁
子
、
漿
霧
、
麗
流
沙
、
輩
の
。
響
水
、
東

　
　
結
朝
鮮
、
中
鷺
内
郡
輕
車
弼
飼
之
。
叉
利
極
点
犀
角
象
歯
蒲
聯
珠
磯
、
乃
使
尉
屠
誰
、
褒
卒
蓋
や
論
叢
五
軍
、
　
軍
塞
鐸
城
之
嶺
、
一

　
　
海
沿
九
疑
之
塞
、
一
軍
腱
番
禺
之
都
、
一
軍
嘗
南
野
臨
界
、
一
軍
結
雛
干
之
水
、
三
年
不
解
甲
弛
驚
、
臨
監
蕩
然
以
鋤
肛
韓
餉
、
叉
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
勝
f

　
　
避
難
渠
、
砺
逓
糧
道
、
以
輿
越
人
職
、
殺
顧
嘔
君
諜
呼
宋
、
弼
越
人
皆
入
叢
薄
ゆ
、
興
禽
獣
虞
、
莫
肯
爲
秦
虜
、
粗
置
集
駿
以
爲
特
、

　
　
而
夜
攻
野
人
大
破
之
、
軍
学
屠
臨
燦
伏
F
流
血
数
十
萬
、
乃
饗
軍
士
掛
盤
之
。
當
此
之
時
、
男
子
不
得
億
農
畝
、
婦
人
不
得
麹
麻
考

　
　
縷
、
厩
弱
服
格
於
道
辺
、
大
の
○
歎
夫
箕
愈
於
衡
、
病
者
不
得
養
、
死
考
不
得
葬
。
瓜
是
、
陳
甚
平
於
大
澤
、
奮
瞥
大
呼
、
天
下
席
巷
、

　
　
　
　
　
バ

　
　
而
至
於
戯
、
劉
項
興
義
兵
、
随
而
定
、
若
折
鵬
振
落
、
無
電
天
下
．

併
し
こ
れ
で
は
越
入
が
勝
っ
て
秦
軍
は
敗
れ
た
の
で
あ
る
。
事
解
本
紀
や
南
越
徳
に
よ
る
と
、
華
墨
は
容
易
に
饗
膳
を
取
っ
た
や
う
に
書

い
て
あ
る
の
に
、
こ
れ
で
兇
る
と
、
欝
欝
畢
は
却
っ
て
大
敗
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
果
し
て
ど
う
い
ふ
小
髭
か
。

　
　
　
粥
越
建
鰍
の
高
瀬
（
瀦
騰
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
瓢
幸
六
巻
第
回
號
　
　
　
蕊

（9）



　
　
　
南
越
難
餌
闘
の
始
｛
琳
（
瀦
ド
購
）
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
六
巻
　
　
第
一
鱗
…
’
　
　
　
　
瞬

　
始
皇
本
紀
や
齋
…
越
傳
の
紀
嵐
Ψ
も
、
明
か
に
そ
の
臨
戦
捷
の
結
果
と
し
て
…
諜
郡
を
驚
い
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
俄
に
疑
ひ
難
い
が
、

他
方
書
初
の
濫
南
王
等
が
畏
老
の
榊
…
悶
と
し
て
聞
き
傳
へ
疫
と
こ
ろ
も
頗
る
詳
密
で
あ
っ
て
、
相
當
確
毒
性
が
あ
．
り
さ
う
に
見
え
る
。
そ
こ

で
ζ
の
爾
蒋
を
調
和
す
る
意
見
が
起
っ
て
、
先
づ
秦
軍
は
最
初
に
敗
れ
な
が
、
後
途
に
域
功
し
た
の
だ
と
解
し
瀧
。
ざ
う
し
て
後
の
域
功
が

瓢…

¥
一
期
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
初
次
の
央
敗
醸
恐
ら
く
二
十
六
年
始
豊
が
始
め
て
六
八
　
を
合
一
し
た
壌
の
こ
と
で
、
皮
記
の
秦
始
…
皇
本

紀
に
同
年
天
下
を
統
合
し
た
こ
と
を
述
べ
距
績
選
に
、
っ
地
東
聚
海
溝
朝
鮮
、
薦
至
臨
挑
霧
中
、
章
動
北
謝
戸
、
．
北
擦
河
爲
塞
、
並
陰
山
蚕

遼
束
」
と
あ
る
、
北
灌
戸
は
少
く
も
北
國
麟
線
以
南
の
地
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
醜
に
秦
の
勢
力
が
爾
越
に
及
ん
で
み
た
誰
撫
で
あ
る
。

と
、
毒
や
う
難
論
が
生
茎
。
・
・
夏
の
ぞ
ル
・
み
〔
、
秦
代
黎
南
越
造
営
誤
羅
鋸
。
鋸
聴
．
窮
難
騨
．
．
跳
。
緩
雛

鵬
離
。
譲
戦
響
）
に
力
論
ず
る
と
・
う
も
、
本
質
的
に
は
殆
芝
に
異
ら
秩
。

　
勿
論
こ
の
説
は
外
園
人
に
始
動
つ
た
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
支
那
慮
身
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
前
蓮
の
南
越
傳
の
「
與
越
雑
厳

＋
三
歳
」
2
句
も
殆
ど
そ
の
意
味
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
睡
夢
上
書
に
　
酒
ふ
と
こ
ろ
の
尉
佗
屠
陰
野
が
兵
を
用
ひ
て
、
…
、
行
＋
無

年
」
と
い
ふ
一
語
も
亦
こ
σ
意
味
に
解
…
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
そ
の
説
は
段
々
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
も
明
・
臼
に
之
を
蓮

べ
た
の
は
済
…
朝
の
雍
疋
廣
東
通
志
で
あ
．
つ
て
、
同
瀦
麟
の
雀
羅
編
年
志
秦
紀
に
は

　
　
秦
始
皇
帯
コ
＋
五
年
巳
卯
、
潰
將
王
期
、
南
証
欝
導
、
悉
定
金
地
。

　
　
一
一
十
六
艦
や
庚
簾
、
鷹
霞
粛
…
海
郡
、
以
薦
…
艦
丁
鳥
山
繭
海
灘
蟹
尉
、
・
災
鹸
…
釜
山
溺
海
郡
監
。

　
　
二
十
九
年
癸
未
、
南
越
叛
秦
。

（4）



　
　
三
十
三
年
丁
亥
、
選
任
難
趙
佗
定
爾
越
、
置
南
海
桂
林
象
灘
、
以
鷺
爲
南
海
厳
罰
、
佗
爲
瀧
川
縣
令
、
論
徒
手
五
十
萬
戌
之
。

　
　
二
世
皇
帯
元
年
垂
、
辰
、
以
女
無
夫
家
奢
萬
煮
干
入
予
南
越
。

と
あ
静
、
始
皇
の
一
一
十
六
年
天
下
を
統
一
し
た
年
・
を
四
っ
て
南
海
瀧
　
を
置
皆
、
屠
職
を
そ
の
尉
と
し
、
皮
緑
を
そ
の
監
と
し
た
も
の
と
し

て
み
る
、
然
詮
そ
の
饒
奪
の
修
し
鑑
養
東
通
轟
㌫
で
は
そ
の
論
薄
し
差
の
如
く
孤
警
て
る
る
。

　
　
謹
按
、
糠
田
隔
心
編
欄
年
譜
軌
、
謝
喰
始
蹴
柵
一
十
山
ハ
麗
丁
庚
辰
、
　
置
｛
附
海
郡
、
　
以
屠
雅
爲
｛
闘
…
海
麟
酬
、
　
炭
灘
悌
爲
齋
…
海
山
岬
監
。
　
秦
使
屠
牛
酬
醗
巌
窟
馴
、
　
礁
雌
粛
哨
王

　
　
安
得
ナ
隔
櫨
…
聞
、
但
云
索
蘂
騰
門
壁
画
、
不
二
…
∵
ヤ
六
年
也
、
且
廠
氷
襲
南
海
…
郡
、
准
始
白
州
二
十
三
年
、
見
於
雨
着
記
、
薦
隔
心
云
二
十
六
年
譲
轟
矢
9

　
　
屠
瞼
監
轍
、
漠
書
但
云
尉
屠
職
漁
轍
蒲
己
、
不
知
爲
何
郡
之
尉
監
、
即
張
婁
注
亦
不
云
南
海
之
尉
輿
監
也
、
不
曝
露
何
所
擦
葡
知
爲

　
　
南
海
郡
之
尉
総
監
邪
。
考
潅
南
子
、
営
農
使
尉
屠
維
難
題
宿
墨
萬
、
輿
越
入
職
、
越
入
智
入
叢
薄
中
、
莫
肯
爲
秦
騰
、
相
置
旧
駿
以
爲

　
　
將
、
而
夜
攻
秦
人
大
破
之
、
殺
尉
屠
臨
。
擦
此
面
置
爾
海
郡
時
、
顧
慮
己
死
、
焉
得
有
爲
南
海
尉
繕
事
乎
。
監
豊
漁
昭
愛
旧
註
田
、

　
　
監
御
廟
名
轍
、
張
曇
漢
書
涯
、
輿
章
昭
同
、
後
人
書
史
二
面
姓
、
困
皮
爲
毒
酒
、
藤
壷
毅
豫
、
暴
挙
御
覧
搬
臨
桂
闘
経
云
、
灘
水
昔

　
　
秦
命
御
前
濃
霧
轍
、
葭
零
陵
難
渠
、
轟
滋
強
下
灘
水
翻
也
、
門
訴
則
魚
蝋
嶽
之
姓
、
非
官
名
、
粟
糠
回
廊
北
宋
以
前
之
書
、
琵
時
古

　
　
籍
猫
存
、
必
出
於
預
範
交
廣
春
秋
諸
亡
書
之
内
、
不
可
謂
典
説
無
所
擦
也
、

即
ち
鹸
…
の
｛
畢
は
姑
く
糟
…
い
て
、
秦
が
欝
病
源
郡
を
帽
惹
い
た
の
は
、
始
皇
本
紀
に
よ
っ
て
三
十
認
…
年
の
齋
蛍
と
し
、
だ
か
ら
そ
の
以
晶
罰
の
m
堵
罐
｝
輿

濃…

ﾍ
山
幣
海
㎝
灘
に
關
四
係
は
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
考
へ
て
乱
川
る
に
、
囎
簗
が
繭
願
事
灘
を
創
置
し
た
の
は
、
始
塩
山
の
欝
∵
ヤ
瓢
…
露
な
る
こ
と
、
太
コ
紀
に
酎
兇
ゆ
る
｝
蹴
り
で
＾
疑
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ら

　
　
　
薦
越
建
鯛
の
始
来
（
職
類
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
第
二
牽
六
懸
第
一
號
　
　
　
薫

（．r，）



　
　
　
南
越
建
繊
醐
の
始
珈
小
（
温
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
轟
ハ
巻
　
　
轄
卵
白
難
　
　
　
　
　
　
山
ハ

う
。
雍
正
通
志
に
は
二
十
五
年
に
「
殼
將
儲
君
、
南
征
百
墜
、
薬
罐
聖
地
篇
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
明
か
に
始
皇
本
紀
に
、
二
十
三

年
に
老
將
王
魏
馴
を
起
し
て
胆
嚢
闘
　
征
伐
の
甲
唄
と
し
、
そ
の
年
・
の
申
・
に
口
訳
北
を
準
げ
、
翌
二
十
四
年
潅
胆
粛
欄
を
取
り
、
燃
や
鶯
年
春
遽
に
大
江

を
渡
っ
て
江
爾
の
地
を
定
め
た
こ
と
を
指
し
海
も
の
に
絹
違
な
く
、
豪
詑
の
本
数
に
は
二
十
五
年
の
條
に
繋
げ
て
は
、
た
樽
…
、
薫
魏
…
逐
定

籍
江
南
地
、
降
越
欝
、
観
＾
曾
稽
郡
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
下
文
に
背
け
て
直
に
　
、
五
月
置
天
下
大
器
」
と
あ
る
の
か
ら
解
る

と
、
こ
の
征
職
は
明
か
に
皿
十
五
年
の
春
間
に
終
ろ
沁
の
で
あ
っ
て
、
」
二
十
三
年
帰
塁
蓮
年
力
を
許
し
て
窮
地
を
維
螢
し
旋
秦
軍
が
最
後

に
厳
く
江
南
を
精
げ
て
、
禽
稽
郡
即
ち
今
の
蘇
州
の
方
面
を
定
め
允
穿
け
の
も
の
で
あ
ら
う
。
二
十
五
年
の
春
始
め
て
大
霜
を
渡
つ
沁
秦

軍
が
数
ケ
月
の
聞
に
忽
ち
江
以
粛
…
の
地
方
を
悉
く
挙
署
し
て
、
楚
の
領
分
で
も
無
か
っ
た
嶺
南
地
方
綾
で
進
出
す
る
筈
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
雍
正
通
志
に
二
十
六
年
に
南
海
郡
を
置
い
允
と
あ
る
の
は
、
こ
の
年
六
欲
を
挙
託
し
て
、
｝
、
分
天
下
、
以
爲
三
十
六
郡
」
と
あ
る
と
こ

ろ
が
ら
、
南
…
海
郡
も
脚
ち
そ
の
三
十
六
郡
の
中
に
あ
る
も
の
と
認
ゆ
た
あ
で
あ
ら
う
が
、
所
謁
三
十
六
灘
と
は
二
十
六
年
予
審
の
…
灘
数
で

あ
っ
て
、
そ
の
隻
第
に
叢
が
増
誓
些
鷲
四
謀
響
な
つ
奮
と
は
、
二
言
（
掘
燈
薮
林
巻
ご
卯
簗
郡
考
）
等
の
論
考
も
曇
る
如

く
で
あ
る
．
さ
れ
ば
粛
…
海
郡
の
言
置
は
始
皇
の
一
…
十
六
年
で
は
な
く
て
、
そ
の
三
十
三
年
な
る
こ
と
は
全
く
之
を
疑
ふ
絵
地
が
な
い
偉
始

皇
本
紀
に
二
十
六
年
當
時
領
域
蚕
、
南
至
北
纏
戸
し
と
あ
る
の
こ
そ
、
後
の
知
識
を
以
っ
て
概
言
し
た
の
で
あ
っ
て
、
之
を
二
っ
て
當
時
か

ら
北
回
蹄
線
以
南
を
領
有
し
て
ゐ
蹴
な
ど
』
論
ず
べ
嚢
で
は
な
い
。

　
な
ほ
考
へ
て
見
る
に
、
皮
記
の
厳
父
魑
傅
に
引
い
た
貸
入
嚴
安
の
上
書
と
い
ふ
も
の
は
、
撃
茎
王
安
の
言
と
殆
ど
圃
様
で
あ
る
か
ら
、

恐
ら
く
同
一
の
典
擦
か
ら
轟
た
も
の
で
、
そ
の
中
…
、
二
幅
佗
屠
…
睡
、
將
櫨
船
之
士
、
粛
…
攻
欝
越
、
使
番
瞭
繋
蘂
蓮
糧
、
深
入
越
、
越
入
麺

（6）



逃
、
鑛
日
持
久
、
糧
食
絶
乏
、
越
鳥
撃
之
、
秦
兵
大
敗
、
秦
乃
磁
瓶
佑
將
卒
以
轟
轟
、
云
々
饗
…
と
あ
る
鮒
佗
は
必
ず
談
ゆ
で
あ
ら
う
。
藩

し
落
葦
の
南
…
越
王
趙
佗
は
秦
の
亡
び
る
頃
未
だ
纐
…
に
南
…
海
郡
下
の
下
川
縣
令
だ
つ
た
の
で
あ
っ
て
、
當
時
の
南
海
の
尉
任
欝
の
臨
終
　
の
難

場
を
受
け
て
、
始
め
て
南
海
絶
島
の
纂
を
行
ぴ
、
そ
れ
か
ら
尉
佗
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
最
初
か
ら
露
礁
監
緑
と
並
ぶ
重
要
人

物
だ
つ
た
山
窟
は
な
く
、
勿
論
酊
尉
佗
と
呼
ば
れ
る
わ
け
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
鋤
…
は
漢
漁
闘
の
撫
徽
安
慰
に
「
尉
佑
m
屠
蹴
鼠
を
二
尉
屠
礁
」
と
改

め
疫
方
が
正
し
い
。
そ
の
他
…
殿
安
上
畿
周
に
は
畑
胴
常
疑
し
い
黙
が
あ
る
や
う
で
あ
る
か
ら
、
姑
く
之
を
櫓
…
い
て
、
以
下
最
も
詳
し
い
惟
撫
南
予

の
所
億
円
に
よ
っ
て
考
へ
て
一
見
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
典
認
に
は
魔
軍
・
が
勝
つ
た
や
う
に
堂
幅
い
て
あ
の
、
潅
南
子
等
に
は
皇
軍
が
敗
れ
海
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
、
秦
軍
は
始
め
に
敗
れ
、
後

議
に
克
つ
た
の
だ
と
解
制
す
る
の
が
常
識
に
な
っ
て
み
る
が
、
能
く
…
糠
南
子
の
丈
を
映
叩
っ
て
見
る
と
、
こ
れ
は
窓
弓
で
は
な
く
、
秦
野
け
漕
禰

め
審
易
に
克
っ
て
三
郡
を
置
い
た
が
、
後
忽
ち
叛
観
に
逢
っ
て
苦
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
誰
糠
の
第
一
は
　
、
乃
使
尉
単
解
、
機
影
五
十
萬

爲
五
軍
、
　
｝
軍
塞
錬
城
之
嶺
、
一
軍
守
酒
壷
之
塞
、
一
軍
麗
番
鴎
之
都
、
一
軍
守
門
…
野
∵
之
界
、
一
軍
結
猷
隙
干
之
水
」
と
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
鐸
城

姦
濫
は
注
に
も
「
鐸
城
在
武
陸
陣
酉
南
接
燈
林
」
と
あ
る
通
の
今
の
湖
南
の
西
衛
…
隅
、
欝
陽
∴
靖
縣
の
方
爾
で
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、
量
水
を
三
っ

て
濁
江
融
江
に
出
　
で
、
廣
爾
の
雲
州
方
面
に
涌
…
す
る
警
衛
で
あ
り
、
九
疑
の
塞
は
同
じ
く
澗
粛
…
の
零
陵
に
あ
り
、
今
の
九
疑
出
の
附
近
に

〈7）

籾
違
秩
か
ら
、
殆
ど
露
嶺
藩
し
く
は
警
嶺
の
要
奪
馨
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
様
に
し
講
野
の
儲
蓄
書
画
地
理
志
に
も
讐

る
幽
霊
郡
南
埜
縣
の
地
で
、
今
・
の
沈
繭
爾
…
康
縣
の
南
｝
臨
、
章
水
爾
…
津
の
地
で
あ
る
と
い
ふ
。
即
ち
名
高
い
大
墜
嶺
の
険
…
要
で
あ
る
。
無
…
干

は
翻
ち
群
言
で
、
鹸
干
瓢
水
は
殆
ど
今
の
都
陽
湖
東
の
上
饒
沈
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
こ
れ
ら
は
所
謂
五
嶺
の
険
を
擁
し
、
閥
時
に
閥
越
に

　
　
　
南
越
建
圏
の
始
宋
ハ
職
穣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
鵡
＋
六
巻
第
輔
號
　
　
　
七



　
　
　
窟
器
趨
麓
脚
鰯
照
の
始
家
職
瀦
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
山
ハ
巷
．
　
櫨
志
下
號
　
　
　
　
　
　
八

竜
備
へ
か
∵
も
の
で
謙
の
る
が
、
そ
の
隅
番
一
編
之
都
に
沸
測
る
し
ど
い
ふ
～
隔
甥
こ
そ
は
明
か
に
A
7
の
庸
撒
果
即
山
り
憲
…
海
郡
治
を
｛
寸
つ
か
一
こ
と
を
紫
筒
つ
た

も
の
で
、
是
よ
の
先
嚢
既
に
夙
く
南
海
湘
が
置
か
れ
て
み
た
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．

　
断
機
の
第
二
は
前
丈
の
綾
避
に
、
「
三
年
不
解
甲
馳
…
驚
…
…
…
於
是
、
陳
勝
論
於
大
澤
、
云
々
」
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
擾
餓
が
生
じ
て

よ
り
、
結
ん
で
解
け
ざ
る
も
の
三
年
に
し
て
陳
勝
の
掘
起
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
陳
勝
の
繋
兵
は
雷
ふ
ま
で
も
な
く
、
二
世
暴
帯
の
元
年

（
込
◎
O
り
切
．
O
り
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
三
年
は
始
皇
の
三
十
五
六
年
（
b
◎
這
点
じ
q
．
O
●
）
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
隙
マ
ち
秦
は
始
皇
の
三
十
三
年
八
b
Q
憲
ご
⇔
昏
ρ
）
に
蓮
亡
入
・
贅
埼
・
擬
人
の
類
を
御
し
て
陸
梁
の
地
を
略
取
し
て
、
之
を
縫
林
∵
象
郡
・
南
…

海
の
三
郷
と
し
幾
。
破
竹
の
勢
の
大
秦
朝
の
威
力
を
以
っ
て
之
を
螢
夷
に
加
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
容
易
に
成
功
し
允
の
で
あ
る
。

然
る
に
そ
の
後
統
巌
宜
し
き
を
失
つ
允
の
で
、
　
コ
ニ
年
に
し
て
棄
疫
織
れ
、
土
入
は
叢
曲
輪
中
に
陰
れ
て
ゲ
リ
ラ
職
衛
に
照
で
た
の
で
、
秦

の
大
壷
屠
腱
等
ま
で
職
死
し
、
秦
は
途
に
嶺
南
の
地
方
を
失
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
南
海
の
纂
に
叢
罰
し
た
尉
霊
鑑
は
勿
論
南
海
の
郡
．
尉
で

あ
り
、
監
緑
は
南
海
の
…
童
舞
で
あ
る
。
こ
の
黙
「
は
雍
皿
廣
東
尉
面
の
方
が
正
し
く
、
　
之
を
否
定
し
た
道
光
勲
志
の
論
調
そ
闇
違
っ
て
み

る
。
か
う
湾
へ
て
諮
れ
ば
、
皮
記
の
南
越
傳
に
「
輿
越
難
礎
十
三
歳
」
と
あ
り
、
ま
た
嚴
安
上
書
に
「
秦
鍋
転
学
於
胡
、
南
捜
於
越
、
宿

借
無
用
更
地
、
進
泌
乳
得
邊
、
行
＋
籐
年
、
云
々
」
と
あ
る
、
＋
三
歳
・
＋
蝕
年
の
譲
な
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
譲
は
恐
ら
く

嗣
一
の
根
源
か
ら
掲
て
る
る
の
で
あ
ら
う
。

　
鷹
の
司
馬
貞
の
毅
記
索
隠
に
よ
れ
ば
、
十
三
州
紀
を
引
い
て
、
「
大
内
田
守
、
小
灘
臼
尉
」
と
あ
る
が
、
南
海
指
寄
の
こ
と
の
絶
え
て
児

え
な
い
所
か
ら
す
れ
ば
、
南
海
等
の
郡
ほ
邊
陵
の
小
郡
、
で
あ
っ
た
の
で
、
守
は
無
く
て
尉
監
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
．
さ
う
し
て
南

）8（



海
郡
の
最
覇
…
の
粥
晶
慰
は
畑
鼠
で
あ
っ
た
か
知
る
由
一
も
な
い
が
、
少
く
と
も
磨
『
唯
は
そ
の
初
期
の
一
入
で
あ
っ
疫
の
で
あ
っ
て
、
騰
…
唯
が
糟
脳
さ

染
革
任
豪
遊
、
黛
の
死
せ
ん
手
る
時
、
，
始
め
て
趙
婆
認
め
て
そ
の
後
更
し
奏
で
め
る
。
器
蜂
擬
装
佗
列
傳

の
肱
阪
珈
W
に
引
い
た
條
の
縮
晒
き
に

　
　
佗
秦
時
勢
爲
南
海
鵜
川
令
、
至
二
糧
博
、
南
海
尉
妊
翼
病
且
死
、
掻
撫
樹
令
趙
佗
、
馬
繋
、
闘
陳
勝
等
作
臨
、
秦
爲
無
道
、
天
下
苦

　
　
之
、
項
羽
・
劉
季
・
陳
勝
・
呉
廣
奪
、
州
郡
昏
共
議
凝
聚
豪
、
虎
事
天
下
、
中
限
擾
鳳
、
乗
随
所
安
、
豪
傑
畔
秦
、
絹
立
、
南
海
僻

　
　
遽
、
善
恐
観
兵
侵
地
細
此
、
岩
端
総
兵
絶
新
道
隙
備
、
待
諸
侯
攣
、
欝
病
甚
、
黒
幕
競
買
山
険
阻
、
南
海
東
西
敏
千
里
、
頗
有
中
闘

　
　
入
相
輔
、
此
亦
一
州
之
主
也
、
可
以
立
國
、
郡
中
長
萸
無
足
輿
嘗
者
、
故
孫
公
告
之
、
即
被
佗
書
、
行
南
海
尉
事
。

と
あ
る
有
名
な
話
が
是
れ
で
あ
る
。

　
以
上
の
解
羅
に
し
て
果
し
て
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、
秦
は
始
皇
の
三
十
三
年
に
始
め
て
善
南
の
三
郡
を
置
い
た
の
で
あ
…
る
が
、
そ
の
中

根
本
の
粛
…
海
郡
さ
へ
そ
の
維
持
が
殆
ど
園
難
だ
つ
撫
や
う
で
あ
る
か
ら
、
他
の
二
郡
の
歌
態
が
果
し
て
如
何
で
あ
っ
た
か
は
甑
穿
惣
豫
に

堪
へ
る
。
粛
㎜
海
郡
．
と
事
錨
詣
り
、
桂
林
・
・
象
欝
欝
の
篤
志
冨
の
こ
と
が
伽
脳
え
て
阿
見
え
す
、
・
象
郡
．
の
品
品
は
後
に
そ
の
名
さ
へ
改
遇
っ
た
の
・
も
恐

ら
く
そ
の
故
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

隠
れ
に
し
て
も
、
趙
健
は
そ
の
鳥
威
を
振
っ
て
桂
林
象
郡
の
故
地
を
併
せ
、
皇
濫
し
て
南
越
の
武
王
と
漏
し
、
後
篇
に
兵
威
財
力
を
以

っ
て
嶺
蘭
…
二
帯
を
風
廉
し
幾
。
そ
れ
は
史
紀
南
…
越
傳
の
績
き
に

　
　
塁
審
、
佗
即
移
轍
、
藩
横
議
・
陽
由
・
濃
野
壷
蹴
、
盗
兵
具
搬
、
慧
絶
道
、
聚
兵
威
守
、
照
稻
以
法
諒
秦
蔵
置
長
萸
、
以
其
蕪
爲
假

　
　
　
南
越
建
繍
隅
の
始
齋
小
（
瀦
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
L
T
論
ハ
旛
・
　
第
蝋
鮪
鱗
　
　
　
　
　
　
九

（9）



　
　
　
欝
猟
誠
…
建
醐
悶
の
始
常
小
（
瀦
㎜
桝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾
滞
㎝
瞬
論
－
点
ハ
巻
　
　
餓
謝
一
顧
櫛
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
守
。
秦
邑
破
滅
、
健
脚
繋
欝
桂
林
・
象
郡
、
麟
立
爲
甫
越
武
王
、
…
…
…
佗
困
此
、
以
兵
威
雛
、
財
物
賂
選
、
閾
越
酉
蹴
騒
役
旙

　
　
焉
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

な
ど
瓦
あ
る
の
．
で
も
明
か
で
あ
る
が
、
後
に
灘
桝
の
武
帝
甲
が
南
越
を
羅
げ
た
時
、
そ
の
地
に
就
い
て
託
ち
南
海
・
蒼
梧
・
説
林
・
合
浦
・
交

阯
・
九
紫
・
欝
南
∵
鞍
壷
・
儂
…
耳
の
九
郡
を
鐙
い
た
の
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
こ
れ
ら
の
地
方
が
若
し
南
…
越
の
領
土
で
無
か
っ
た
と

す
る
と
、
南
越
を
挙
げ
疫
臨
け
で
、
漢
朝
は
そ
ん
な
遽
方
ま
で
薩
に
悉
く
郡
縣
と
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

（IO）


